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人口と世帯数

人　口　7,984人（＋ 1）
　男　　4,030人（＋ 3）
　女　　3,954人（△ 2）
世帯数　2,919世帯（＋ 7）

（　）内は前月比

（平成22年11月１日現在）

平成22年11月19日発行No.338

ながら新鮮いきいきまつり開催される
11月3日㈬に「ながら新鮮いきいきまつり」が役場前駐車場で盛大に開催されました。
当日は、農林・商工・観光・行政の各コーナーによる販売・展示・体験をはじめ、無償配布やながらサービスチップによ
る抽選会などを催し、好天にも恵まれ多くの方が来場しました。

第25回長柄農林商工まつり
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	 平成 22年度
上 半 期 の 財 政 事 情

財政状況の公表は、町民の皆さんに町の財政がどのように運営されているかを知っていただくため年 2回実施し
ています。
今回は平成 22 年度上半期（4月から 9月）の執行状況をお知らせします。
29 億 3 千百万円でスタートした平成 22 年度一般会計予算は、3回の補正を行い、9月末現在額は 31 億 2 千 3 百
5 万 8 千円（平成 21 年度からの繰越 1億 3 千 8 百万 8千円を含む。）となっています。予算額に対する収入済額の
割合は 61.3 パーセント、支出済額の割合は 37.9 パーセントとなっています。

一 般 会 計

区　　　　分 予算額 収入済額
町 税 1,154,383 783,348

地 方 譲 与 税 68,000 21,192

利 子 割 交 付 金 1,900 1,125

配 当 割 交 付 金 400 541

株式等譲渡所得割交付金 300 0

地 方 消 費 税 交 付 金 72,000 48,443

ゴ ル フ 場利用税交付金 75,000 28,534

自 動 車 取 得 税 交 付 金 18,001 9,713

地 方 特 例 交 付 金 13,000 17,510

地 方 交 付 税 716,000 629,438

交通安全対策特別交付金 2,800 0

分 担 金 及 び 負 担 金 20,329 8,814

使 用 料 及 び 手 数 料 62,429 3,620

国 庫 支 出 金 261,546 35,023

県 支 出 金 138,330 20,944

財 産 収 入 14,913 6,438

寄 附 金 2 50

繰 入 金 2 0

繰 越 金 150,661 283,101

諸 収 入 62,362 18,084

町 債 290,700 0

区　　　　分 予算額 支出済額
議 会 費 70,013 34,788

総 務 費 625,336 263,916

民 生 費 744,963 232,555

衛 生 費 443,893 176,323

農 林 水 産 業 費 155,512 53,800

商 工 費 24,765 9,503

土 木 費 205,006 75,447

消 防 費 142,710 75,195

教 育 費 335,105 127,258

災 害 復 旧 費 3 0

公 債 費 357,748 136,242

諸 支 出 金 13,004 0

予 備 費 5,000 0

歳　入
予 算 額 3,123,058
収 入 済額 1,915,918

歳　出
予 算 額 3,123,058
支 出 済額 1,185,027

単位：千円
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	 平成 22年度
上 半 期 の 財 政 事 情

町 の 財 産

町 債 の 内 容

特 別 会 計

・総務債 797,191

・民生債 137,900

・衛生債 277,970

・農林水産業債 311,658

・土木債 312,743

・教育債 476,979

・臨時財政対策債 1,415,504

・災害復旧債 5,115

・下水道債（農集） 452,259

・下水道債（浄化槽） 268,200

　　　　　計 4,455,519

国 民 健 康
保 険 特 別
会 計

予 算 額 991,927
収 入 済 額 434,282
支 出 済 額 418,712

老 人 保 健
特 別 会 計

予 算 額 704
収 入 済 額 13,241
支 出 済 額 0

農 業 集 落
排 水 事 業
特 別 会 計

予 算 額 57,300
収 入 済 額 16,239
支 出 済 額 20,754

介 護 保 険
特 別 会 計

予 算 額 590,725
収 入 済 額 269,222
支 出 済 額 242,646

浄 化 槽 事 業
特 別 会 計

予 算 額 86,300
収 入 済 額 17,494
支 出 済 額 17,251

後期高齢者医療
特 別 会 計

予 算 額 77,600
収 入 済 額 17,442
支 出 済 額 10,699

土　地
484,398 ㎡

建　物
42,498 ㎡

基　金
703,936 千円

単位：千円

単位：千円
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酒巻正臣氏　長生郡市農林業振興功労賞受賞
去る 10月 15日睦沢町ゆうあい館で開催された「長生農業
フォーラム 2010」で針ケ谷の酒巻正臣氏が農林業振興功労賞の
表彰を受けました。酒巻氏は、現在も町露地野菜生産組合の組
合長として積極的に研修会等を開催するなど露地野菜生産組合
の組織強化に努めています。
また、町が推進している「グリーンツーリズム推進事業」の

推進委員として参加するとともに露地野菜の収穫体験や竹炭加
工体験を積極的に受入れ、農業体験事業の推進を積極的に図っ
ています。こうした町農業振興に対する功績が評価され今回の
受賞となりました。
　（略歴）H6…〜　　　　就農　露地野菜栽培に励む
　　　　H18〜　　　　長柄町露地野菜生産組合　組合長

奥田節三氏が防犯栄誉銅章を受章

行方　正氏が防犯功労者に表彰

防犯及び地域安全活動に関する功労等があった
個人や団体に贈られる「防犯栄誉銅章」に、町防
犯組合長の奥田節三氏（船木）が、財団法人全国
防犯協会連合会長から表彰状が贈呈されました。
奥田氏は、平成７年に町防犯指導員に委嘱され

てから、地域の防犯活動に努めてこられたほか、
交通安全協会、スクールガードリーダーなど、多
くの役職を歴任され地域活動に貢献されています。

防犯活動に活躍された方に贈られる「防犯功労者表
彰」に、町防犯組合監事の行方正氏（刑部）が、10

月 12日㈫に千葉文化会館で行われた「2010地域防犯
ボランティア県民大会」の席上で表彰されました。
行方氏は、平成６年に町防犯指導員に委嘱され、地
域安全のため防犯活動にご尽力され永年活躍されてお
ります。その功績が今回認められ、千葉県知事から表
彰状が贈呈されました。
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教育委員長に山田　礼氏
新教育委員に大野正已氏就任

長柄町教育委員として 2期 8年の間活躍されました増田
重衛氏が 11月 10日任期満了に伴い退任されました。長き
にわたり長柄町教育充実のためにご尽力を賜り厚く御礼申
し上げます。今後も長柄町発展のため、ご支援ご協力をお
願いします。
後任者として 10月 22日開催臨時議会で、刑部在住の大
野正已氏が教育委員として選任され、11月 11日開催の教
育委員会第 1回臨時会で、教育委員長に山田　禮氏、委員
長職務代理者に髙橋智恵子氏が就任しました。

職　　　名 氏　　　名
教 育 委 員 長 山　田　　　禮
委員長職務代理 髙　橋　智恵子
委 　 　 　 員 城　竹　優　子
委 　 　 　 員 大　野　正　已
教 　 育 　 長 武　内　克　二

事業名 日　程 時　間 対象者 場所

乳がん検診 12月1日㈬
～3日㈮

受付時間
 8：30～ 9：15
 9：30～10：15
13：00～13：45
14：00～14：45

30歳以上の女性
(事前に申し込みが必要です。） 福祉センター

乳児相談 12月9日㈭

・生後4か月児受付
　 13：30~13：45

・生後7,12か月児受付
 　14：15~14：30

<生後　４か月児>　
平成22年　8月生まれの方
<生後　７か月児>
　平成22年　５月生まれの方
<生後　12か月児>
平成21年12月生まれの方
※その他希望者（生後13か月以内の方） 保健センター

ポリオ 12月14日㈫ 13：30~14：00受付
平成15年６月15日生まれから
平成22年７月21日生まれの方で
未接種の方

ＢＣＧ 12月16日㈭ 13：30~14：00受付 平成22年７月22日生まれから
９月16日生まれの方

ヘルスアップ教室
～栄養教室２回目～ 12月20日㈪ 10：00~13：00

40歳以上の方
(事前に申し込みが必要です。）

12 月の保健・栄養事業のお知らせ

問い合わせ先　住民課	健康福祉班　☎35-2414

大 野 正 已 氏 山 田 　 礼 氏
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(単位:千円)

後期高齢支援金

６年前と較べて 30％
もの増加の見込です！

介護納付金

老人保健拠出金

医療給付費

国保税＋補助金＋繰入金

主な収入
（年度）

主な
支出

　医療費は、国民健康保険税だけでなく
みなさんが普段お支払いになっている所
得税・住民税や消費税などの税金、医療
機関で払う一部負担金で負担しています。
（国保のイメージ図）

　そのため、医療費が増え続けることは「まわり回って」私たちの負担につながります。限ら
れた医療費（お金）を有効に利用するためにも、みなさまには次のページのことにご協力いた
だけるようお願いします。

　長柄町国民健康保険の払う医療費は増え続けています。（下図）平成21年度は6億4202万円で
平成20年度の5億7,146万円に比べて約14％、平成15年度比では実に30％も増加しています。

国民健康保険運営にご協力お願いします！国民健康保険運営にご協力お願いします！

450,179450,179

642,025642,025

 

被保険者

国民健康保険税

高額療養費等高額療養費等

保険者
負担分
保険者
負担分

国
・
県
・
町

所得税・消費税・住民税等

長 柄 町
国民健康
保　　険

医療機関・調剤薬局

窓口一部
負担金

窓口で払う
お金です補助金等

上記642,025千円は
この部分です
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　ジェネリック医薬品は特許が切れた先発医薬品の有効成分で開発された医薬品です。一般に薬価が
安いため、先発医薬品をジェネリック医薬品に代えると薬局で払う一部自己負担金が安くなります。
　医薬品によっては半額程度のものもあります。そのため、慢性疾患などで長期にお薬を服用する方
やお薬の種類が多い方は負担減の効果が大きくなります。
　長柄町国民健康保険でも調剤費（約 1 億円）の 3 割程度がジェネリック医薬品に置き代わると約
1,000万円程度の医療費の節減が可能と考えられます。

　特定健康診査の長柄町の平成22年度受診率は 40％でした。
　自分の健康を把握し管理を行うことは疾病の最も有効な予防法となります。検診等で疾病が発見さ
れても早期治療により速やかな社会復
帰が期待できます。一時的に医療費は
かかっても復帰後の経済活動により波
及効果が期待できるのです。
　特にメタボリック・シンドローム（内
臓脂肪症候群）は知らず知らずのうち
に進行し社会復帰が難しい病態を引き
起こす可能性が高いので注意が必要で
す。
　是非、特定健診・各種がん等の検診
の受診にご協力お願いします。  

　◎長柄町国民健康保険ではご自身での健康維持・管理を促進するため被保険者の方を対象にした従来からの人間
ドック助成に加え特定健診を受診された被保険者の方には脳ドックの助成も選択できるようにしています。

・お使いの薬にかならずジェネリック医薬品があるわけではありません。
・治療の状況によっては、ジェネリック医薬品が使用できない場合もあります。
・ジェネリック医薬品は有効成分は先発医薬品と同じですが、その他の含有物は先発医薬品と異なりま
す、そのため他の薬との飲み合わせ等が合わない場合も考えられます。

・ジェネリック医薬品（後発品）の利用促進

・特定健康診査や各種がん等の検診を受診してください！

ただし、ジェネリック医薬品には注意事項もあります。

　かかりつけの医師・薬剤師とよくご相談し、積極的にジェネリック医薬品を利用して
いただけるようお願いします。

３８歳（男性）で
慢性腎不全の方の場合

処方された
８種類の
薬のうち・・・

例えば…

1日あたりの自己負担額が‥
398円

287円

３種類を
ジェネリック医薬品に代えると

１日あたり
１１１円おトク！

■メタボ
　基準該当者

特定健診におけるメタボリック
シンドローム該当者数～ ～

200

150

100

50

0

179179
(人)(人)

2020 2121 2222 (年度)(年度)

5555

受診数823人受診数823人 受診数742人受診数742人 受診数786人受診数786人

141141

3939

145145

4747

■メタボ
　予備群該当

問い合わせ先　住民課	保険住民班　☎35-2113
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日 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土

1

2 3 4 5 6 7 8

休園 いっしょに遊ぼう 身体計測
母子健康
栄養相談

9 10 11 12 13 14 15

成人の日 心の相談 ﾘﾄﾐｯｸ教室

16 17 18 19 20 21 22

いっしょに遊ぼう

23

30

24

31

25 26 27 28 29

おはなし広場 ﾘﾄﾐｯｸ教室

★★12月の行事★★
　　◆いっしょに遊ぼう 第 1・3水曜日 （10：00～ 11：00）
　　◆リトミック教室 第 2・4金曜日 （10：00～ 11：00）
　　◆おはなし広場 第 4水曜日 （９：15～ 10：00）※ 12月は通常時間と異なります。
　　◆身体計測 12月 2日㈭
　　◆母子健康・栄養相談 12月 6日㈪ （13：00～ 15：00）
  保健師・栄養士による相談が受けられます。
 ◆体験入園 12月 22日㈬ （10：00～ 11：00）
　 　（クリスマス会） おはなし広場の後、行います。
 ◆イベント：バルーンアート 12月 17日㈮ （11：00～ 11：30）
 ◎年末年始
 　休園日のお知らせ 12月 29日㈬～ 1月 3日㈪
　　★★随時受付しています★★
　　◆あそびの広場 月～金曜日　（9：00～ 16：00）
　　◆育児相談 月～金曜日　（9：00～ 15：00）
　　◆一時保育 月～金曜日　（8：30～ 17：00）※ 2週間前までにご予約ください。  
      ◇◇心がウキウキする 12月！支援センターでは楽しいイベントが盛りだくさん！ !◇◇
　　12月は、体験入園のクリスマス会・バルーンアートを行います。
　　お子さんとぜひ参加して、一緒に楽しい時間を過ごしましょう。
　　妊婦さん、子育て真っ最中のみなさん、支援センターに遊びに来てくださいね。
　　ママ友を作り、一緒に子育てを楽しみましょう！！   
   

　　「支援センターだより」を発行しています。役場・公民館にも置いてありますのでご覧ください。

ながらこども園　子育て支援センターカレンダー12月 1月

問い合わせ先　住民課　健康福祉班　ながらこども園　☎35-3102

日 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土

1 2 3 4

いっしょに遊ぼう 身体計測

5 6 7 8 9 10 11

母子健康
栄養相談

ﾘﾄﾐｯｸ教室

12 13 14 15 16 17 18

いっしょに遊ぼう イベント
（バルーンアート）

19 20 21 22 23 24 25

おはなし広場
体験入園
（クリスマス会）

天皇誕生日 ﾘﾄﾐｯｸ教室

26 27 28 29 30 31

休園 休園 休園
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　雑草の草刈りなどの土地の管理は、土地の所有者が自ら管理しなければなりません。
あき地を放置していると雑草が生い茂り、
「道路の見通しが悪くなる。」「害虫が発生する。」など隣接地や地域の環境悪化の原因になります。
また、不法投棄をされてしまう原因にもなります。
土地をお持ちの方は、定期的な除草・管理作業をお願いします。 
雑草の草刈りのような簡易な作業は、造園業者やシルバー人材センターなどに依頼するのも一つの方法です。

あき地の適正な管理のお願い

問い合わせ先　事業課	産業振興班　☎35-4447

　◆回収日時　12 月 11 日㈯　午前９時～ 11 時まで
　◆集積場所　長生農協日吉支所
　◆処理料金　１㎏当たり 10 円（現金）

次の注意事項をよくお読みになり分別をお願いします。
搬入上の注意事項

①塩ビ・ポリ等に、それぞれ区分してください。
②フッソ系、硬質フィルム、育苗箱、糸入塩化ビニール、塩ビ管等については受付けできません。
③針金・ホッチキス針等の金属類、木片、ハウスバンド、破れ補修テープ、ハトメ等は完全除去を心がけてください。（付
着した土砂は、ふるい落としてください。）
④極力水分は付着させないでください。
⑤肥料袋は 1枚ずつ重ね 2つ折りにし縛ってください。
⑥ビニール等は 15㎏程度を横 80㎝・縦 40㎝・高さ 20㎝のつづら折りにして縛ってください。（ハウスから取り外した
被覆素材と同種類のものをひもにする。）
⑦塩化ビニールには必ず農家番号を記載してきてください。（マジックで塩化ビニールに直接記載する。）
⑧劣化の著しいものは受付できない場合もあります。（相談ください。）

※プラスチック類を購入したら商品名と材質を控えておきましょう。

平成22年度農業用廃プラスチック回収のお知らせ

対 象 品 目 塩化ビニールフィルム ポリエチレンフィルム・農酢ビ・農PO（軟質系）

規 　 　 格
（重さ15㎏程度
まで）

つづら折り 同左又は杭を利用したグルグル巻き

結　　 束 ハウスから取り外した被覆資材と同種類のも
のを紐にする

同左又はマイカー線

そ の 他 登録番号記載 登録番号記載不要

その他ポリエチレン系フィルムについては、ご相談ください。

問い合わせ先　事業課	地域整備班　☎35-2114
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防犯パトロール隊出動式
　10月 8日㈮に「安全で安心なまちづくり旬間」防犯パトロー
ル隊出動式が県庁で行われ、本町からは町防犯組合が出席し
ました。
　この出動式は、防犯を広く県民にPRし、
安全で安心なまちづくりを全県的な県民運
動へと定着させ、犯罪のないまちづくりを
目的に行われています。

「ふれあいながら文化祭」演芸発表会
　長柄町文化祭実行委員会主催による演芸発表会が、
10月 17日㈰町公民館の講堂で開催されました。出演
者の皆さんは、毎日練習した歌や踊りなど緊張した
面持ちで普段の成果を発揮され、
観客の皆さんから温かい喝さい
を浴び盛大に行われました。

消防団第８支団秋季訓練
　 10月 24日㈰に、長生郡市広域市町村圏組合
消防団第８支団による秋季訓練が役場駐車場で行われました。
　訓練は、火災現場から水利が離れていることを想定し、ポ
ンプ車４台を連結しての中継送水が行われました。
　これから冬にかけて空気が乾燥してきますので、火の元に
は十分ご注意ください。

長生地域「少年の日・地域のつどい大会」開催
　10月 31日㈰長柄町民体育館１号館及び２号館で、東上総地区
青少年相談員連絡協議会主催による、長生地域「少年の日・地域
のつどい大会」が開催され、長生郡市内の小学生４～６年生 115

名、16チームがファミリーバドミントン競技を行いました。
　長柄町からは 22名、４チームが参加し、内２チームが予選リー
グを勝ち抜き、決勝リーグでは茂原市と一宮町を含む 4チームで
熱戦を繰り広げ、保護者の協力はもちろん、青少年相談員の熱心
な実技指導により、長柄町が優勝と準優勝の栄冠に輝きました。
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　10月 12日㈫に、水資源機構房総導水路管理所による出前講座が、
日吉小学校の４年生を対象に行われました。日吉小学校での開催は
昨年度に引き続き２度目となります。
　「知っているかな　房総の水と暮らし」をタイトルに、わたした
ちの暮らしと水の関係、ダムの紹介、房総導水路の役割や長柄ダム
のできるまで等について、クイズを取り入れる等、子ども達にでき
るだけ楽しくわかりやすいように工夫された講座でした。
　普段の授業では知ることのない内容に触れることができ、子ども
達にとっては印象に残る授業であったことと思います。

【子ども達の感想】
・わたしたちが使っている水が、長柄ダムに送られてくるまでにとても長い距離、送られてくることがわかりました。
・ 長柄ダムの水の量は「マリンスタジアムの大きさ 9杯分」、高さは「教室の 17階分」だと言うこと知り、とても大きな
もので驚きました。
・長柄ダムを造るまでにいろいろな作業があることがわかりました。また、ダムにいろいろな種類があることを知りました。
・ ダムの働きは、水を蓄えるだけではなく、大雨の時に洪水を防いだり、電気を起こしたりすることを聞いて、びっくり
しました。すごく大切なものであることがわかりました。
・ダムの水の使われ方は、私たちが使うだけではなく、田や畑、工場にも使われていることを知りました。
・長柄ダムに行ってみたいと思いました。
・ スプーン１杯の油をきれいにするには、お風呂 20杯分の水を使わなければいけないことを知り、水をあまり使わなく
てもいいように工夫し、水を大切にしようと思いました。

水資源機構による出前講座

　経済産業省では、平成22年12月31日現在で「工業統計調査」を県と市町村を通じて実
施します。
　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象として、その活動実態を明らかにするこ
とを目的として、明治42年から行われています。
　調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利用されるととも
に、企業や大学などの研究資料、小・中・高等学校の教材などに広く利用されます。
　調査をお願いする事業所には、12月中旬から１月にかけて調査員が「調査員証」を携
行してお伺いしますので、ご協力をお願いします。

問い合わせ先　総務課	総務企画班　☎35-2111

工業統計調査へのご回答をお願いします！

東京電力株式会社から
防犯灯を寄贈

　10月 26日㈫東京電力株式会社から、町へＬＥＤ
防犯灯３基が寄贈されました。寄贈していただい
た防犯灯は町内に設置し、住民の皆さんへの安全
のために役立てます。
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（例）平成20年11月に会社を辞めていて、国保の手続きをしないままだった方が、22年11月に国保の加
入手続きをした場合には平成20年11月へさかのぼり資格加入を行い、国保税もさかのぼり課税されます。

問い合わせ先　住民課	保険住民班　☎35-2113

　会社等へ就職したり、退職したりした場合は健康保険・年金の切り替え手続きが必
要となります。手続きが遅れたとしても資格の取得喪失は「その事由が発生した日」
で行われるので、さかのぼりになると思わぬ不都合が発生する場合があります。
　健康保険・年金の切り替え手続きは速やかに行っていただけるようお願いします。

国保（健康保険）と年金の手続き忘れていませんか？

国民年金保険料の納付に関する
ご案内を民間委託しています

　日本年金機構では、国民年金保険料が納め忘れとなっている方等に対する電話・お手紙・戸別訪問等による
納付案内や保険料の免除等申請手続きの案内などの収納業務について、民間委託（市場化テスト）を実施して
います。
　委託事業者には、納付督励に必要となる国民年金保険料の未納者情報を提供していますが、「個人情報の保護
に関する法律」等で、厳格な安全管理措置を講じています。
　また、民間事業者が保険料をお預かりする際は、日本年金機構が発行した証明書を提示したうえで、お客様
が保険料の納付書をお持ちの場合に限られています。日本年金機構が発行した保険料の納付書をお持ちでない
方から、民間事業者が現金をお預かりして、領収書を発行することはありませんのでご注意ください。

　委託期間　　平成 22年 10月 1日～平成 24年 9月 30日
　事業者名　　㈱アイヴィジット　電話番号　　0120－ 927－ 866

◎国民年金保険料に関する詳しいお問い合わせは千葉年金事務所へ。電話番号　　043－ 242－ 6328

◎一般的な年金相談は「ねんきんダイヤル」へ。　　　　　　　　　電話番号　　0570－ 05－ 1165

＊民間委託について詳しい内容は、日本年金機構ホームページで確認できます。
　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

問い合わせ先　水上小学校　☎35-2509（教頭まで）

〜水上小に県警音楽隊のすてきな音色が〜
　千葉県警察音楽隊による演奏会が、水上小学校で行われます。発表曲のうち１曲は、水上小金管部との合同演奏です。
　鑑賞ご希望の方は、当日上履き持参の上直接会場までお越しください。

日時　平成 22年 12月 9日㈭　13時 40分〜 14時 40分
受付　13時 10分〜 13時 30分
会場　長柄町立水上小学校児童体育館

※ 車でお越しの際は、水上小東門からグランドにお入りください。雨天の場合は体育館周辺に駐車し、できるだけ
乗り合わせでお願いします。
　 　なお、新型インフルエンザによる臨時休校等の場合は中止とさせていただきます。
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問い合わせ先　東上総県民センター	地域環境保全課　☎26-6731
	 事業課	地域整備班　　　　　　　　　　☎35-2114

野外での焼却は禁止されています
　廃棄物の野外焼却は原則禁止されています。
　家庭のゴミは分別し、指定された集積所に出してください。
　また、事業所等から出るゴミ等は、直接、広域市町村圏組合環境衛生センターへ自己搬入して
ください。

　なお、次のような焼却で軽微なものは認められています。
１．�たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却（落ち葉たき、たき火、キャンプファイヤー等）
２．�農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却（稲わら、草の焼却、伐採し
た枝の焼却）

３．�風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却（どんと焼き、しめ縄等を焼却する等）
４．�国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却（道路・河川管理者による、管理を行
うために伐採した草木等）

５．�震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策又は復旧のために必要な廃棄物の焼却（災害時に
おける木屑等の焼却）

※ドラム缶等により焼却する行為は認めていません。
　�また、廃棄物の焼却によって周辺住民から煙害による苦情が生じる場合は、軽微な焼却として認められていません。

募 集 種 目 陸上自衛隊　高等工科学校生徒

受 験 資 格 平成23年4月1日現在「15歳以上17歳未満の男子」中学校等卒業者及び卒業予定者

受 付 期 間
推薦試験 平成22年11月1日㈪～平成23年1月6日㈭まで。（締切日必着）

一般試験 平成22年11月1日㈪～平成23年1月7日㈮まで。（締切日必着）

試 験 期 日
推薦試験 平成23年1月15日㈯～17日㈪のうち指定する1日

一般試験 平成23年1月22日㈯（第１次試験）

教 育 及 び
卒 業 資 格

・高等学校の普通科と同等の教育を受け、併せて技術的な専門教育等を受ける。

・提携する通信制高等学校に入学し、教育終了時は高等学校の卒業資格を取得。

生徒の待遇

・身分は特別職国家公務員「生徒」（自衛官ではありません。）

・生徒手当：月額「94,900円」を支給（期末手当：年2回（6月、12月））

・生徒教育卒業後、各種大学及び防衛大学校、航空学生への受験資格が得られる。

そ の 他 詳しい内容は、お問い合わせください。

問い合わせ先　自衛隊	茂原地域事務所（茂原市町保3-217シティビル2階）　☎25-0452

高等工科学校生徒募集
防衛省陸上自衛隊では、
「中学校卒業者及び中学校卒業予定者」を対象とした「陸上自衛隊 高等工科学校生徒」を募集します。
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日吉・水上小学校統合に関する住民説明会について
　

10
月
31
日
㈰
、
日
吉
小
学
校
と
水
上

小
学
校
の
統
合
に
関
す
る
住
民
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
水
上
小
学
校
と
日
吉
小
学

校
の
二
つ
の
体
育
館
を
会
場
と
し
、
午

前
午
後
の
2
回
に
分
け
て
行
わ
れ
、
保

護
者
な
ど
計
74
名
を
迎
え
て
の
説
明
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
成
嶋
町
長
の
あ
い
さ
つ

の
中
で
、
「
本
町
の
現
状
に
つ
い

て
」
、
「
こ
れ
ま
で
の
経
緯
経
過
に
つ

い
て
」
の
説
明
と
、
編
入
統
合
す
る
こ

と
の
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
旨
の
「
お

願
い
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
武
内
教
育
長
か
ら
は
、
あ
い

さ
つ
に
つ
づ
き
「
教
育
委
員
会
建
議

書
」
の
提
出
ま
で
の
経
緯
や
教
育
的
視

点
か
ら
の
統
合
の
必
要
性
な
ど
の
話
が

あ
り
、
そ
の
後
、
「
長
柄
町
小
学
校
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
出
さ
れ
た
答

申
書
に
つ
い
て
の
他
、
詳
細
な
説
明
が

町
担
当
者
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
が
、
当
日
説
明
会
参
加
者
か
ら

出
さ
れ
た
質
疑
・
要
望
の
要
旨
で
す
。

水
上
小
学
校
会
場
：
参
加
者
39
名

Q　
平
成
23
年
度
の
4
年
生
は
36
名
。
2

ク
ラ
ス
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
？
ク
ラ

ス
内
の
人
数
が
多
い
と
う
る
さ
く
て
勉
強

に
な
ら
な
い
と
子
供
が
言
っ
て
い
た
。

Ⓐ　
36
名
は
1
ク
ラ
ス
と
な
る
。
2
ク
ラ

ス
に
は
で
き
な
い
。

Q　
送
迎
バ
ス
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）
は
1

日
に
何
本
く
ら
い
出
る
の
か
？
夏
休
み
の

対
応
は
？

Ⓐ　
低
学
年
、
高
学
年
、
部
活
動
な
ど
帰

り
の
形
態
が
様
々
で
あ
る
。
中
学
校
の
例

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q　
平
成
26
年
度
の
4
年
生
が
統
合
し
て

も
14
名
と
あ
る
。
今
の
段
階
で
長
柄
小
を

含
め
た
議
論
は
な
い
の
か
？

Ⓐ　
小
学
校
3
校
を
1
校
に
と
い
う
議
論

は
な
い
。

Q　

町
内
小
学
生
は
３
５
０
人
程
度
だ

が
、
そ
の
内
、
塾
へ
通
っ
て
い
る
生
徒
は

3
分
の
1
く
ら
い
い
る
。
こ
の
場
所
か
ら

子
供
た
ち
の
声
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
校
舎

を
利
用
し
て
地
元
教
職
員
や
Ｏ
Ｂ
な
ど
で

勉
強
を
教
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
？

Ⓐ　
こ
の
よ
う
な
声
や
地
元
人
材
の
活
用

も
踏
ま
え
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q　
今
日
の
説
明
会
は
結
果
の
報
告
会
で

あ
る
。
統
合
統
合
と
簡
単
に
言
う
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
同
じ
条
件
で
一
緒
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
水
上
小
学
校
の
子
供
た
ち
は

日
吉
に
行
く
こ
と
が
と
て
も
辛
い
こ
と
だ

と
思
う
。
中
学
校
の
統
合
の
時
、
校
名
は

公
募
し
た
。
ま
だ
4
月
ま
で
時
間
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
名
前
く
ら
い
は
新
し
く
し
て

同
等
な
気
持
ち
で
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

Ⓐ　
子
供
た
ち
の
ケ
ア
と
い
っ
た
面
は
既

に
両
小
学
校
で
検
討
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
中
学
校
の
校
名
に
つ
い
て
は
一
般
の

公
募
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
生
徒
に
募
集
し

た
も
の
で
あ
る
。

Q　
保
護
者
と
し
て
は
4
月
に
向
け
た
細

か
い
点
を
伺
い
た
い
。
体
操
服
だ
け
で
は

な
く
、
バ
ス
の
停
留
所
や
時
刻
な
ど
詳
細

な
こ
と
が
気
に
な
る
。
今
後
い
つ
意
見
を

言
え
ば
良
い
の
か
？
ど
こ
に
言
え
ば
良
い

の
か
？

Ⓐ　
推
進
委
員
会
で
の
結
論
を
も
と
に
学

校
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ご
意
見
等
あ
れ
ば
学
校
な

ど
を
通
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q　
何
年
も
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
今
な
の
か
？

Ⓐ　
ま
さ
に
そ
の
時
期
が
来
た
と
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

Q　
今
日
、
参
加
さ
れ
て
な
い
自
治
会
も

あ
る
。
個
別
な
説
明
会
が
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
今
日
の
内
容
を
広
報
特
集
号
に

で
き
な
い
か
？

Ⓐ　
広
報
な
が
ら
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
く
。

Q　
保
護
者
説
明
会
を
お
願
い
し
た
い
。

Ⓐ　
教
育
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て
実
施

し
ま
す
。

日
吉
小
学
校
会
場
：
参
加
者
35
名

Q　

Ｈ
22
の
水
上
小
学
校
教
員
数
が
8
名

と
あ
る
が
、
複
式
学
級
だ
と
減
る
の
か
？

Ⓐ　
変
わ
ら
な
い

Q　
送
迎
バ
ス
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）
に
中

学
校
の
バ
ス
を
利
用
す
る
と
い
う
情
報
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
？

Ⓐ　
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
決
定
次
第
お

知
ら
せ
す
る
。

両
校
で
の
ご
意
見
・
ご
要
望

•

10
月
の
広
報
に
載
せ
て
10
月
31
日
開
催

で
は
住
民
周
知
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ

る
。
今
日
は
一
部
の
人
し
か
来
て
い
な

説明会であいさつする成嶋町長

水上小学校

日吉小学校

Q
＆
Ⓐ
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問い合わせ先　総務課	総務企画班　☎35-2111

自主防災組織とは？
　町では大災害が発生した場合、役場、消防署、消防団などが協力して防災活動を行います。
　しかし、広範囲にわたり災害が発生した場合は、町の防災活動が十分にできないことが想定されます。

　阪神・淡路大震災では、生き埋めや建物などに閉じこめられた人のうち、生存して救出された約 95％の方が、自
力又は家族、隣人などに助けられました。専門の救助隊に助けられた方は、わずか数パーセントです。そんなとき
に力を発揮するのが「自主防災組織」です。

　自主防災組織とは、地域の人々が自発的に防災活動を行う組織です。「自分たちのまちは自分たちで守る。」とい
う心がまえで、積極的に自主防災組織の活動に参加し、災害に強いまちをつくりましょう。

自主防災組織のつくり方（原則自治会単位）
１　自治会などの会合で、防災活動の必要性を考える。　　　　２　役員会などでどのような組織にするか検討する。
３　役員会で決まったら、組織に参加する住民の賛同を得る。　４　役員を決める。
５　組織の規約を作成する。

自主防災組織への助成
　町は、自主防災組織設置助成要綱に基づき、自主防災組織に対して防災資機材等を譲渡します。
【譲渡する資機材】
・発電機、投光器、誘導旗、強力ライト、ヘルメット、メガホンなど
・救急セット（包帯、三角巾、ピンセットなど）
・救助工具セット（大ハンマー、のこぎり、ツルハシなど）

　自主防災組織の設置を

救急セット

い
。
各
地
域
（
自
治
会
）
に
出
向
い
て
ほ
し

い
。
各
自
治
会
ご
と
に
説
明
会
を
や
っ
て
ほ
し

い
。

•
統
合
は
や
む
な
し
と
考
え
る
が
、
跡
地
の
利

用
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
今
後

お
願
い
し
た
い

•
こ
こ
（
水
上
小
学
校
）
が
ど
う
な
る
の
か
を

考
え
た
う
え
で
説
明
会
を
開
い
て
ほ
し
か
っ

た
。
今
後
の
利
活
用
も
含
め
て
議
論
を
進
め
て

ほ
し
い
。

•
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
は
、
町
長
や

議
会
が
何
も
し
な
か
っ
た
か
ら
。
努
力
も
し
な

い
、
企
業
誘
致
も
し
な
い
。
嫁
に
来
た
30
年
前

か
ら
過
疎
だ
っ
た
。
結
果
と
し
て
大
き
く
な
っ

た
子
供
た
ち
は
働
く
場
所
も
な
い
か
ら
出
て

行
っ
て
し
ま
う
。
老
人
ば
か
り
の
町
に
な
っ
て

い
る
。

•
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

•
行
政
側
の
住
民
無
視
と
言
い
た
い
。
水
上
小

学
校
が
廃
校
と
な
る
こ
の
よ
う
な
重
要
な
問
題

な
の
に
、
水
上
地
域
に
対
し
て
1
回
も
説
明
が

無
い
。
行
政
側
が
一
方
的
に
住
民
に
押
し
付
け

る
問
題
で
は
な
い
。
小
学
校
の
問
題
は
ず
っ
と

前
か
ら
あ
っ
た
。
出
生
率
を
見
れ
ば
わ
か
る
問

題
な
の
に
何
の
対
策
も
打
っ
て
来
な
か
っ
た
。

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
が
で
き
て
い
な
い
証
拠

で
あ
る
。
今
回
の
説
明
会
は
報
告
会
で
あ
り
理

解
で
き
な
い
。

　

防
災
無
線
で
流
す
な
ど
の
周
知
も
し
て
い
な

い
。
少
子
化
は
社
会
の
流
れ
と
い
う
が
先
進
地

の
よ
う
な
努
力
も
し
て
い
な
い
。

　

水
上
小
学
校
に
子
供
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
の

は
水
上
小
学
校
の
レ
ベ
ル
が
低
い
か
ら
。
地
域

の
レ
ベ
ル
や
教
育
姿
勢
に
輝
き
が
あ
れ
ば
人
は

集
ま
っ
て
来
る
。
隣
の
茂
原
市
で
は
人
気
の
あ

る
小
学
校
に
行
き
た
い
と
い
う
人
が
多
い
。
公

立
の
塾
を
作
っ
た
り
、
英
語
講
師
を
招
い
た
り

す
る
こ
と
が
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
な
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
水
上
地
区
は
限
界
集
落
一
直
線
で

あ
る
。
そ
れ
く
ら
い
地
域
に
と
っ
て
学
校
は
大

き
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

•
今
後
こ
の
よ
う
な
住
民
と
の
懇
談
会
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い

•
校
舎
の
改
修
計
画
が
あ
る
が
、
既
に
決
ま
っ

て
い
る
の
か
？
町
の
商
工
会
も
低
迷
し
て
い

る
。
町
内
業
者
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

•
水
上
に
も
い
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

水
上
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
議
論
し
た
け

れ
ど
も
日
吉
小
学
校
で
統
合
と
し
た
と
い
う
経

緯
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
地
域
に
特
区
を
考
え
て
ほ
し
い
。
水
上

地
域
の
住
民
が
町
長
に
対
し
て
何
か
起
こ
す
か

ら
、
地
域
の
議
員
も
い
る
か
ら
、
こ
の
地
域
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
し
、
子
供
た

ち
の
声
が
絶
え
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

•
成
嶋
町
長
に
な
り
、
中
学
校
の
統
合
、
こ
ど

も
園
の
設
置
と
教
育
に
力
を
注
い
で
く
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
ソ
フ
ト
面

に
力
を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
千
葉
県
一
の

学
校
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
若
い
人
が
住
ん
で
く
れ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
ま
ま
で

は
水
上
が
他
よ
り
も
衰
退
し
て
し
ま
う
。
小
学

校
の
用
地
を
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

説
明
会
当
日
は
、
日
曜
の
日
の
中
、
何
か
と

お
忙
し
い
中
ご
参
集
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

頂
戴
し
た
ご
意
見
や
ご
要
望
は
す
べ
て
推
進

委
員
会
に
報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
統
合
事
業
に
関
す
る
情
報
は
今
後

も
随
時
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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町議会
だよりながら

編 集 長柄町議会報編集委員会

第3回定例会
　定例会で決まったこと……………………………………………………… 16～17ページ
　一般質問（２名）�…………………………………………………………… 18～19ページ

第１回臨時会
　専決処分の承認、教育委員会委員の任命同意…………………………………… 19ページ

主な内容

平成22年　第3回定例会
　平成22年第３回議会定例会は、９月29日から30日までの２日間を会期として開催されました。
　町長から提出された議案等は、承認１件、議案６件、報告３件でした。
　すべて原案のとおり承認、可決され、そのうち議案第６号「平成21年度決算認定について」は、常任委
員会に付託し、閉会中の継続審査となりました。
※報告第１号から３号までの詳細については、広報ながら№337（10月19日発行）の6〜7ページに掲載し
てあります。

専決処分の承認
一般会計補正予算（第２号）

　8月29日に行なわれた町議会議員補欠選挙の実施経費の補正で、速やかな事務処理を要し、議会を招集す
る時間的余裕がないことが明らかであると認められたため、8月9日付けで専決処分をし、今回承認を得たも
のです。

条例の一部改正
こども園条例及び幼稚園設置条例の一部改正

　平成23年度からのながらこども園入園資格について、短時間児（従前の幼稚園児）の受け入れ範囲を小学
校就学前3年以内（3歳児）からと改めるため、行なうものです。 （従前は2年以内の4歳児からとしていま
した。）

補 正 予 算
一般会計補正予算（第３号）

　歳入歳出予算の総額に4,897万4千円を増額し、総額を29億8,585万5千 円とするものです。
　主な内容は、地方公務員共済組合の負担金、臨時職員の賃金、平成21年度障害者医療費国庫負担金等返還
金、女性特有のがん検診推進事業費、営農組合施設整備補助金、ふるさと雇用再生特別基金事業費、町道
1392号線舗装工事費、日吉小学校校舎改修工事設計委託料の増です。
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国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　主な内容は、平成21年度療養給付費等負担金返還金及び人件費の追加で、2,035万1千円を増額し、予算総
額は9億9,192万7千円です。

老人保健特別会計補正予算（第1号）
　主な内容は、医療費返還金の追加で、4千円を増額し、予算総額は70万4千円です。

介護保険特別会計補正予算（第1号）
　主な内容は、平成21年度地域支援事業交付金等返還金の追加で、312万5千円を増額し、予算総額は5億
9,072万5千円です。

９月定例会の審議結果一覧表
議案番号 件　　　　名 審 議 結 果

承認第１号
専決処分の承認を求めることについて

（平成22年度長柄町一般会計補正予算（第2号）)
原案承認 全会一致

議案第１号 長柄町立こども園条例及び長柄町幼稚園設置条例の一部改正 原案可決 全会一致

議案第２号 平成22年度長柄町一般会計補正予算（第3号） 原案可決 賛成多数

議案第３号 平成22年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 原案可決 全会一致

議案第４号 平成22年度長柄町老人保健特別会計補正予算（第1号） 原案可決 全会一致

議案第５号 平成22年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第1号） 原案可決 全会一致

議案第６号 平成21年度決算認定について 継続審査 全会一致

報告第１号 平成21年度長柄町健全化判断比率について

報告第２号 平成21年度長柄町農業集落排水事業特別会計資金不足比率について

報告第３号 平成21年度浄化槽事業特別会計資金不足比率について
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問
① 

成
嶋
町
長
は
、
町
長
選
挙
の

運
動
期
間
中
に
街
頭
で
市
町

村
合
併
を
進
め
る
と
言
わ
れ

た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
真
意

は
ど
う
か
。

　

② 

三
役
や
議
員
の
報
酬
を
削
減

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

③ 

職
員
数
は
適
正
値
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
今
後
、
能
力
評
価
を
採
用

す
る
の
か
。

　

④ 

「
な
が
ら
ら
し
さ
」
と
は
、

具
体
的
に
何
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　

⑤ 

特
定
団
体
に
補
助
金
や
交
付

金
を
支
援
し
て
い
る
が
、
そ

の
効
果
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

⑥ 

ど
な
た
で
も
納
得
で
き
る
た

め
の
入
札
方
法
の
改
善
や
透

明
性
を
確
保
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

大
野
　
和
男 
議
員

行
政
改
革
に
対
す
る
成
嶋

町
長
の
姿
勢
に
つ
い
て

一
　
般
　
質
　
問

町
政
を
問
う

答
① 

市
町
村
合
併
を
進
め
る
な
ど
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
言
っ
て

い
な
い
。

　

② 

議
会
議
員
の
報
酬
等
に
つ
い

て
は
、
議
会
議
員
定
数
等
検

討
特
別
委
員
会
で
の
審
議
結

果
を
尊
重
し
た
い
。

　
　

 
特
別
職
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

同
委
員
会
で
の
結
果
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
し
か
る
べ
き
と

き
に
適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

　

③ 

平
成
21
年
度
を
最
終
年
度
と

す
る
長
柄
町
行
政
改
革
集
中

改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
平
成
22

年
4
月
1
日
の
総
職
員
数
を

１
１
４
人
と
し
て
目
標
を
定

め
、
職
員
数
の
削
減
を
図
っ

て
き
た
。

　
　

 

結
果
、
既
に
目
標
人
数
に
は

達
し
た
が
、
さ
ら
に
役
場
組

織
の
経
営
健
全
化
の
た
め
、

平
成
26
年
度
を
目
標
と
す
る

定
員
管
理
の
適
正
化
を
、
総

職
員
数
１
０
７
人
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　

 

こ
の
数
値
を
維
持
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
数
年
間
は
退

職
者
が
多
く
出
て
く
る
が
、

そ
の
補
充
は
計
画
的
に
採
用

を
行
な
う
こ
と
。
民
間
に
で

き
る
こ
と
は
、
民
間
に
委
託

す
る
こ
と
。
職
種
に
よ
っ
て

は
、
臨
時
職
員
の
活
用
。
グ

ル
ー
プ
制
に
よ
る
柔
軟
な
組

織
運
営
を
図
り
、
限
ら
れ
た

人
員
で
多
様
な
行
政
需
要
に

対
応
し
て
い
く
。

　
　

 

ま
た
、能
力
評
価
に
つ
い
て
は
、

勤
務
評
定
を
行
な
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
活
用
を
し
て
い
く
。

　

④ 

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、

「
こ
れ
と
あ
れ
」
と
い
う
重
点

施
策
集
中
型
で
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
、
ま
さ
に
「
な
が

ら
ら
し
さ
」
と
考
え
て
い
る
。

　

⑤ 

町
は
交
付
金
の
支
援
制
度
と

い
う
も
の
は
な
い
。

　
　

 

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
要
綱
で
、
趣
旨
、
対

象
、
種
目
及
び
交
付
の
条
件

を
定
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
予
算

の
範
囲
内
で
給
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

 
効
果
は
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
要
綱
に
は
趣
旨
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

に
合
致
す
れ
ば
効
果
は
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

 

闇
雲
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
申
請

が
あ
れ
ば
審
査
も
あ
り
、
実

績
が
出
れ
ば
そ
の
効
果
に
つ

い
て
も
趣
旨
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
い
る
。

　
　

 

今
後
も
、
そ
れ
ら
を
よ
り
一

層
高
め
て
、
的
確
に
対
応
し

て
い
く
。

　

⑥ 

入
札
方
法
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
法
令
に
基
づ

き
入
札
を
実
施
し
て
き
た
が
、

更
な
る
透
明
性
、
競
争
性
及

び
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

本
年
4
月
に
長
柄
町
契
約
事

務
要
綱
等
を
新
た
に
作
成
し
、

実
施
し
て
い
る
。

　
　

 

こ
の
要
綱
で
は
、
契
約
種
別

ご
と
に
対
象
金
額
を
定
め
た

一
般
競
争
入
札
や
入
札
金
額

以
外
の
要
素
も
取
り
入
れ
た

評
価
基
準
に
よ
る
総
合
評
価

競
争
入
札
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
公
共
工
事
の
入

札
及
び
契
約
の
適
正
化
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

 

特
に
、
一
般
競
争
入
札
は
競
争

者
が
広
く
、
不
特
定
多
数
で
あ

る
た
め
、
入
札
参
加
資
格
要
件

を
考
慮
し
た
う
え
で
、
入
札
に

参
加
で
き
る
方
式
と
す
る
こ

と
か
ら
、
本
町
で
は
制
限
付
き

一
般
競
争
入
札
実
施
要
綱
を

策
定
し
、
一
定
の
資
格
要
件
を

有
す
る
者
の
入
札
参
加
方
式

を
採
用
し
て
い
る
。

　
　

 

透
明
性
に
つ
い
て
は
、
談
合

情
報
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従

い
、
的
確
に
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
　

 
ま
た
、
入
札
予
定
や
結
果
に

つ
い
て
は
、
日
刊
紙
等
へ
掲

載
す
る
こ
と
に
よ
り
公
表
し

て
い
る
。

　
　

 

今
後
と
も
、
入
札
及
び
契
約

の
適
正
化
が
図
ら
れ
る
よ
う

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

問
① 

日
吉
小
学

校
と
水
上

小
学
校
の

統
合
は
、

検
討
委
員

会
で
は
決

定
し
た
と
聞
い
た
。

　

 　

 

決
定
す
る
に
は
ま
ず
、
地
元

の
説
明
と
理
解
を
し
て
も
ら

う
の
が
第
一
と
考
え
ら
れ
る

が
、
説
明
会
を
開
催
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

　

② 

小
学
校
統
合
は
反
対
で
は
な

い
。
む
し
ろ
賛
成
で
す
が
、

統
合
す
る
に
は
通
学
方
法
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
中
学
校
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て

い
る
が
、
小
学
校
の
場
合
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

吹
野
　
美
才 

議
員

小
学
校
統
合
問
題
に
つ

い
て
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あなたも議会を傍聴しませんか
（次回定例会は12月15日㈬に開催予定です。）

― お 気 軽 に  ―
【問合せ先】議会事務局　☎３５－２４３８

第１回臨時会の審議結果一覧表
議案番号 件　　　　名 審 議 結 果

承認第１号
専決処分の承認を求めることについて
(平成22年度長柄町一般会計補正予算(第4号))

原案承認 全会一致

同意第１号 教育委員会委員の任命について 原案同意 全員賛成

専決処分の承認
一般会計補正予算（第４号）

　10月10日の大雨による被災個所の復旧経費の補正で、緊急を要し、議会を招集する時間的余裕がないことが明ら
かであると認められたため、10月15日付けで専決処分をし、今回承認を得たものです。

人　事　案　件
教育委員会委員の任命
　※任期満了に伴い、次の方の任命同意をしました。

住　　所 長柄町刑部3052番地1

氏　　名 大　野　正　已
生年月日 昭和24年2月3日生

※任期は平成22年11月11日から平成26年11月10日までの4年間です。

平成22年　第１回臨時会（10月22日）

　

③ 

統
合
の
時
期
は
い
つ
に
な
る

の
か
。
今
年
度
の
入
学
児
童

数
は
２
名
で
、
来
年
度
は
１

人
も
い
な
い
可
能
性
も
出
て

き
た
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
① 

検
討
委
員
会
で
決
定
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
検
討
委
員
会

か
ら
の
答
申
を
い
た
だ
い
た

も
の
で
、
町
と
し
て
決
定
し

た
も
の
で
は
な
く
、
現
段
階

は
こ
れ
を
尊
重
し
て
、
的
確

に
判
断
し
、
進
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

 

今
後
は
速
や
か
に
推
進
委
員

会
を
組
織
し
、
具
体
的
な
統

合
方
法
や
学
校
・
地
域
へ
の

対
応
、
ま
た
、
関
係
す
る
様
々

な
行
程
な
ど
を
議
論
し
、
ご

意
見
を
頂
戴
し
た
中
で
、
適

切
に
対
処
し
て
い
く
。

　
　

 

こ
ど
も
達
の
教
育
的
環
境
が

大
き
く
変
わ
る
の
で
、
当
然
、

説
明
の
場
を
設
け
て
、
両
地

域
の
関
係
者
の
理
解
を
求
め

な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

　

② 

③
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
統
合
の

時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
答
申
書
の
と
お
り
現

水
上
小
学
校
区
の
児
童
の
た

め
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
実
施

す
る
こ
と
。
平
成
23
年
4
月

に
統
合
す
る
こ
と
と
考
え
て

い
る
。
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北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間

　

12
月
10
日
か
ら
同
月
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

で
す
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

で
あ
る
拉
致
問
題
を
一
日
も
早
く
解
決

す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認

識
を
深
め
、
世
論
を
盛
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

不
妊
に
関
す
る
講
演
会
「
上

手
に
つ
き
あ
う
不
妊
治
療
」
の

お
知
ら
せ

　

妊
娠
や
、
不
妊
治
療
に
つ
い
て
正
し

く
知
り
、
ご
夫
婦
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

平
成
22
年
12
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
　
所　

長
生
合
同
庁
舎

　
　
　
　

茂
原
市
茂
原
１
１
０
２
ー
１

内
　
容　

 

講
演
「
上
手
に
つ
き
あ
う
不

妊
治
療
」

講
　
師　

亀
田
総
合
病
院

　
　
　
　

不
妊
生
殖
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　

己
斐　

秀
樹
先
生

対
象
者　

 

管
内
及
び
近
隣
在
往
の
一
般

住
民　

約
20
名

　
　
　
　

 （
無
料
・
要
予
約
・
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

千
葉
県
長
生

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
長
生
保
健
所
）

地
域
保
健
福
祉
課

�
０
４
７
５
ー
２
２
ー
５
１
６
７

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
平
成

22
年
10
月
25
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

対
象
者
は
、
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平

成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
方
で
す
。

　

請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
22
年
10
月

25
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
、
手
続
き
等
に
つ
い
て

は
、左
記
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金　

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

�
０
５
７
０
ー
０
５
９
ー
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
０
３
ー

５
８
６
０
ー
２
７
４
８
）

受
付
時
問　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後

６
時
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。）

｢

指
名
手
配
犯
人
の
検
挙
に
ご

協
力
を
！｣

　

平
成
22
年
８
月
末
現
在
、
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
で
警
視
庁
か
ら
特
別
手
配

さ
れ
て
い
る
犯
人
を
は
じ
め
、
約
１
，

３
０
０
人
が
、
全
国
か
ら
指
名
手
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
犯
人
は
、
殺
人
・
強
盗
等

の
凶
悪
事
件
、
暴
行
・
傷
害
等
の
粗
暴

事
件
、
窃
盗
事
件
、
詐
欺
・
横
領
等
の

知
能
犯
事
件
な
ど
に
よ
り
手
配
さ
れ
て

お
り
、
早
期
に
検
挙
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

警
察
で
は
、
全
国
警
察
の
総
力
を
挙

げ
て
追
跡
捜
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
犯
人

N
agara T

ow
n Inform

ation・
N

agara T
ow

n Inform
ation・

N
agara T

ow
n Inform

ation・
N

agara T
ow

n Inform
ation・

N
agara T

ow
n Inform

ation

の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

犯
人
の
検
挙
に
向
け
た
捜
査
活
動
に

は
、
県
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
が
、

ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
人
を
見
か
け
た
ら
、
警

察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
指
名
手
配
犯
人
に
似
た
人

○�

い
つ
も
サ
ン
グ
ラ
ス
や
マ
ス
ク
を
し

て
顔
を
隠
す
な
ど
、
不
自
然
な
行
動

を
と
っ
て
い
る
人

○�

ア
パ
ー
ト
等
の
隣
家
に
、
家
人
で
は

な
い
人
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
な
ど
。

連
絡
先

１
１
０
番
又
は
最
寄
り
の
警
察
署
・
交

番オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
に
関
す
る
情

報�
０
１
２
０
ー
０
０
６
０
２
４

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保
険

契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年

金
の
税
務
上
の
取
扱
い
の
変
更
に
つ
い

て
〜

　

遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す
る

生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税

対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る

最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に
係
る
税

務
上
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か
ら
平
成
21
年

分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が

納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所

得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
必
要

な
お
手
続
き
（
更
正
の
請
求
又
は
確
定

申
告
な
ど)

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な
る

方
や
所
得
税
の
還
付
の
お
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方
は

平
成
22
年
12
月
末
が
還
付
で
き
る
期

限
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
お

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が
相

続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
る

場
合
は
、
実
際
に
相
続
税
や
贈
与
税

の
納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
方
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

茂
原
税
務
署

�
０
４
７
５
ー
２
２
ー
２
１
６
６

「
長
生
地
域
食
育
推
進
大
会

２
０
１
０｣

の
開
催

　

学
校
や
地
域
、
家
庭
に
お
い
て
、
み

ん
な
で
食
育
を
考
え
、
地
域
に
根
ざ
し

た
食
育
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、｢

長

生
地
域
食
育
推
進
大
会
２
０
１
０｣

を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

平
成
22
年
12
月
10
日
（
金
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

茂
原
市
東
部
台
文
化
会
館

　
　
　

茂
原
市
東
部
台
1
ー
７
ー
15　

　
　

�
０
４
７
５
ー
２
３
ー
８
７
１
１

主
催　

 

千
葉
県
長
生
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
、
長
生
地
域
食
育
推
進
連

絡
会
議

内
容

⑴
基
調
講
演

「
米
粉
の
新
技
術
で
広
が
る　

米
の
可

能
性｣

講
師
：
山
口
慶
一
氏
（
群
馬
製
粉
株
式

会
社　

代
表
取
締
役
社
長
）

⑵
事
例
発
表

　

地
域
の
小
学
校
や
栄
養
士
等
、
そ
れ

お
し
ら
せ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
活
動
報
告

⑶
食
育
活
動
パ
ネ
ル
、
米
粉
加
工
品
等

の
展
示

募
集
人
員　

２
０
０
名
程
度

申
込
締
切
日　

平
成
22
年
11
月
30
日
㈫

問
い
合
わ
せ
及
び
参
加
申
込
先

長
生
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
企
画
振
興
課

�
0
４
７
５
ー
２
２
ー
１
７
５
１

�
０
４
７
５
ー
２
６
ー
２
２
３
４

男
女
共
同
参
画
の
地
域
づ
く
り

　

女
性
も
男
性
も
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
認
め
合
え
る

社
会
、そ
し
て
平
等
な
社
会
の
実
現
は
、

す
べ
て
の
人
の
願
い
で
す
。

　

私
た
ち
東
上
総
地
域
男
女
共
同
参
画

地
域
推
進
員
は
、
地
域
で
、
家
庭
で
、

職
場
で
、
学
校
で
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
、
皆
が
と
も
に
協

力
し
支
え
あ
う「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
御
参
加
く
だ
さ
い
。

〜
私
が
変
わ
る
、
地
域
が
変
わ
る
〜

参
加
費
無
料
託
児
あ
り

平
成
23
年
１
月
16
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
受
付
午
後
１
時
〜
）

会
場
　
長
柄
町
役
場

　
　
　

３
階　

協
議
会
室
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窃
盗
犯
捜
査
に
ご
協
力
を

　

茂
原
警
察
署
管
内
に
お
け
る
９
月
末
の

犯
罪
認
知
件
数
は
、
１
，
７
５
１
件(

＋

１
２
４
件)

で
昨
年
に
比
べ
7.6
％
の
増
加
と

な
っ
て
お
り
、
空
き
巣
ね
ら
い
、
自
動
車

盗
、
自
転
車
盗
等
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　

侵
入
犯
罪
は
、
防
犯
機
能
の
高
い
鍵
の

普
及
な
ど
に
よ
り
「
ピ
ッ
キ
ン
グ
」
と
呼

ば
れ
る
侵
入
手
段
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
「
ガ
ラ
ス
破
り
」
、
「
無
締
ま
り

箇
所
か
ら
侵
入
す
る
」
な
ど
の
手
口
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
も
自

主
防
犯
に
努
め
て
下
さ
い
。

︿
空
き
巣
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
﹀

　

○ 

留
守
に
す
る
と
き
は
必
ず
鍵
を
掛

け
、
近
隣
の
方
に
「
ひ
と
声
」
か
け

て
お
互
い
に
目
を
光
ら
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

○ 

防
犯
機
能
の
高
い
鍵
と
の
交
換
の
ほ

か
、
内
鍵
（
サ
ム
タ
ー
ン
）
へ
の
カ

バ
ー
の
装
着
、
窓
ガ
ラ
ス
用
防
犯

フ
ィ
ル
ム
の
貼
付
、
警
報
装
置
の
設

置
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

︿
自
動
車
盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
﹀

　

○ 

車
を
離
れ
る
と
き
は
、
窓
を
完
全
に

閉
め
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
ド
ア
を

ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

○ 
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
な
ど
の
盗
難
防
止

装
置
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

○ 

駐
車
場
に
は
可
能
な
限
り
防
犯
灯
や

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

︿
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
﹀

　

警
察
で
は
、
犯
人
検
挙
に
全
力
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

○ 

「
見
慣
れ
な
い
車
が
止
ま
っ
て
い

る
」
「
様
子
の
お
か
し
い
人
が
い

る
」
な
ど
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
と

思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
警
察
で
は
あ
な
た
か
ら

の
情
報
提
供
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

○ 

現
場
に
は
、
犯
人
に
結
び
つ
く
目
に

見
え
な
い
証
拠
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
万
が
一
被
害
に
遭
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
速
や
か
に
１
１
０
番

も
し
く
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ
通
報

し
、
警
察
官
が
到
着
す
る
ま
で
『
現

状
の
ま
ま
（
物
に
は
触
れ
な

い
。
）
』
お
待
ち
下
さ
い
。

﹁
２
０
１
０
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
県
民
大

会
﹂
の
開
催
に
つ
い
て

　

10
月
12
日
㈫
に
「
千
葉
県
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
「
２
０
１
０
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
県
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

当
署
管
内
か
ら
も
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
席
上
で
、
地
域
に
お
い
て
自
主
防

犯
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
た
功
労
が
認

め
ら
れ
、
千
葉
県
防
犯
協
会
会
長
か
ら
、

防
犯
功
労
者　

長
柄
町
防
犯
組
合
監
事　

行
方　

正…

氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

おいしく作って食べて健康おいしく作って食べて健康
食生活改善推進員コーナー

問い合わせ先　住民課	健康福祉班　☎35-2414

＊作り方＊
① 刻み昆布はよく水洗いしてから水に５～ 10分ほど浸して戻す。
②さつまいもは輪切りに切る。
③ 鍋にさつまいもとだし汁、刻み昆布を入れて煮る。
　 煮立ったらＡを入れて火を弱め、汁けがなくなるまで煮詰める。

＊ポイント＊
　刻み昆布は水で戻しすぎないようにしましょう。旨みが外に逃げてしまいます。

＊材　料＊　〈4人分〉
刻み昆布（乾）…………… 5ｇ
さつまいも……………… 200ｇ
　　しょう油………… 大さじ1
　　砂糖……………… 大さじ1
　　みりん…………… 大さじ1
　　酒………………… 大さじ1
だし汁…………………… 200㏄

刻み昆布と
さつまいもの煮物

食生活改善推進員
(味庄地区 )
蒔田　春三

A

千
葉
県
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
旬
間

常備惣菜としていかがですか♪
刻み昆布やさつまいもには、食物繊維
が多く含まれますので便秘の予防や改
善に役立つと言われています。
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• 国民健康保険税 第 5 期　• 介護保険料 第 4 期
• 後期高齢者医療保険料 第 5 期
納付期限は、11月30日㈫です。納め忘れのないようご注意ください。
※口座振替申し込みの方は、納付期限の前日までに口座の残高確認をお願いします。

町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税及び介護保険料・
後期高齢者医療保険料の納付は、口座振替が便利です。
この制度を利用すると、左記の金融機関の預貯金口座から振替によって

納税することができますので、手数が少なくて済み、大変便利です。
新たに口座振替を希望される場合は、預貯金先金融機関または役場総務

課 税務班に「口座振替依頼書」を提出してください。
「口座振替依頼書」は、役場総務課 税務班、長生農協の町内各支所、町
内のゆうちょ銀行（郵便局）に備え付けてあります。長柄町ホームページ
からもダウンロードできます。（ダウンロード様式での申込みは、ホーム
ページ内の注意事項をご覧ください。）
納税義務者ごとに申し込みが必要になりますのでご注意ください。

利用できる金融機関

・長生農協
・千葉銀行
・千葉興業銀行
・京葉銀行
・みずほ銀行
・りそな銀行
・房総信用組合
・市原市農協
・ゆうちょ銀行

納税納税 には

を

安心便利な

口 座
振 替

納税

住民課健康福祉班　保健師　後藤信江

インフルエンザにかからないようにするためには？

問い合わせ先　住民課	健康福祉班　☎35-2414

　もうすぐ冬を迎えようとしています。インフルエンザが流行する時期になってきました。インフルエンザを予防す
る方法とインフルエンザの症状や注意点についてご紹介します。
❶．栄養と休養を十分にとる
　　 　良質のたんぱく質やビタミンＣを多く含んだ食品をとり免疫力を高めましょう。少し疲れたかなと感じた時

は、早めに身体を休めるようにしましょう。
❷．人ごみを避ける
　　　病原体であるウイルスになるべく近づかないようにしましょう。
❸．適度な温度、湿度を保つ
　　 　ウイルスは低温・低湿度を好み、乾燥しているとウイルスが長時間空気中を漂っています。加湿器を利用した

り、洗濯物を室内に干すなどして室内の適度な湿度を保ちましょう。
❹．外出後の手洗いとうがいの励行
　　　付着したウイルスを洗い流し、うがいはのどの乾燥をふせぎます。　　　　　
❺．マスクの着用・咳エチケット
　　 　マスクを着用する事で他の人にくしゃみや咳などのしぶきがかからないようにします。もし、咳やくしゃみを

する時にマスクがない場合は、ハンカチでおおうようにしましょう。ハンカチがない場合は、手で口・鼻をおお
うのではなく、腕で覆うと手に付いたしぶきを広めるのを防ぎます。ちなみに、マスクの着用は、鼻とのどを加
湿する役目もあります。

❻．予防接種を受ける
　　 　予防接種を受ける事によってインフルエンザにかからなくするか、症状を軽減することができます。ウイルス

の突然変異がある場合、効果が低下する可能性もありますが、近年は、予測技術が高まり実際の流行とほぼ一致
しています。

もし、インフルエンザの疑いがある場合は・・・・早めに医療機関に受診しましょう。
この３つのチェックポイントがそろうことがインフルエンザの特徴です。
□地域内でのインフルエンザの流行　□急激な発症（前触れとしての咳、鼻水、くしゃみが
なく急激に高熱になる）　□38℃以上の発熱・悪寒
その他にも　□関節・筋肉痛　□倦怠感・疲労感　□頭痛　□寝込む　
ご家族に小さなお子様がいる方へ
　インフルエンザが疑われる時は、アスピリン入り市販の風邪薬や解熱剤を飲ませることは危険です。急性脳症の
状態を悪化させる可能性があるといわれています。そのため、必ずかかりつけ医に相談してください。

今月の納税の
お知らせ
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＃40

『
猛
暑
の
夏
を
振
り
返
っ
て
』

篠
網
自
治
会
が
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
の
指
定
を
受
け
て
三
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
は
耕
作
放ほ

う
き棄

地
の
解
消
や
里
山
を
保
全
し
よ
う
と
い
う

目
的
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
水
仙
を
三
千
球
、
道
筋
に
は
河

津
桜
を
六
十
本
植
え
て
来
ま
し
た
が
、
今

年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募つ

の

っ
て
コ
ス
モ
ス

を
植
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
夏
は
記

録
的
な
猛
暑
の
上
、
雨
が
全
く
降
ら
ず
忘

れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

朝
起
き
て
、
曇
り
空
だ
と
喜
び
、
霧
が

出
た
朝
は
喜
び
、
日
中
、
黒
い
雲
が
出
て

来
る
と
、
も
し
か
し
た
ら
一
雨
！
。

野
菜
農
家
は
種
蒔
き
が
出
来
な
い
、
里

芋
は
壊か

い
め
つ
て
き

滅
的
、
サ
ツ
マ
イ
モ
ま
で
枯
れ
て

く
る
始
末
、
あ
の
乾
燥
に
強
い
葛く

ず
ふ
じ藤

さ
え
、

し
お
し
お
に
な
り
紅
葉
し
た
か
と
思
い
ま

し
た
。
人
も
自
然
も
ど
ん
な
に
雨
を
待
ち

望
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

コ
ス
モ
ス
を
植
え
て
二
週
間
以
上
、
朝

に
晩
に
揚
水
機
で
水
掛
を
し
ま
し
た
。
自

分
達
の
都
合
で
水
掛
出
来
な
か
っ
た
時
は
、

『
コ
ス
モ
ス
を
過
保
護
に
し
て
は
い
け
な

い
！
』
と
、
勝
手
に
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

近
所
で
野
菜
作
り
を
し
て
い
た
お
ば
あ

さ
ん
が
「
毎
日
大
変
だ
ね
！
」「
良
く
や

る
よ
！
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。

「
お
ば
あ
さ
ん
！
、
一
輪
で
も
咲
い
た
ら

見
て
や
っ
て
ぇ
！
」「
あ
ゝ
、
一
番
先
に

見
せ
て
も
ら
う
よ
！
」
と
、
く
っ
た
く
の

な
い
会
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

台
風
九
号
が
、
こ
の
地
域
に
は
恵
み
の

雨
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
人
の
手

は
依え

こ

ひ

い

き

怙
贔
屓
を
し
ま
す
が
、
自
然
は
公
平

だ
と
感
動
し
た
も
の
で
す
。

コ
ス
モ
ス
が
終
わ
っ
た
ら
菜
の
花
を
植

え
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。

春
を
お
楽
し
み
に
！
。

更
に
は
湿
気
の
多
い
田た

ん
ぼ圃

が
あ
り
ま
す

の
で
、
水
を
は
っ
て
水
性
生
物
（
ホ
タ
ル
、

ド
ジ
ョ
ウ
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
タ
ニ
シ
な
ど
）

を
育
て
る
計
画
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

喜
ぶ
姿
も
見
た
い
と
、
自
治
会
一
同
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
人
が
《
花
に
は
水
を
！
、
私
に
は

お
酒
を
！
》
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
花

に
は
、
肥
料
よ
り
も
水
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
を
、
こ
ん
な
に
切
実
に
感
じ
た
夏
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
抵
の
年
は
、
に
わ
か
雨
が
あ
り
、
気

温
を
下
げ
て
く
れ
た
は
ず
で
す
。

あ
る
方
が
「
教
育
長
！
こ
れ
か
ら
更
に

温
暖
化
が
進
む
か
ら
、
今
年
の
よ
う
な
夏

は
続
く
よ
！
。
学
校
の
普
通
教
室
に
も
エ

ア
コ
ン
を
入
れ
た
ら
ど
う
だ
い
！
」
と
。

人
間
は
汗
を
か
い
て
、
体
温
調
節
し
ま

す
。
そ
の
機
能
を
文
明
の
力り

き

で
、
子
ど
も

の
時
代
に
退た

い
か化
さ
せ
る
こ
と
に
、
私
は
疑

問
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
健
康
が
第
一
で
す
。

万
全
の
対
応
を
し
て
行
き
ま
す
。

気
象
庁
が
記
録
を
取
り
始
め
て
以
来

「
最
高
に
暑
い
夏
」
に
、
色
々
な
こ
と
を

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

名　　　称 電話番号

総務課
総務企画班（選挙管理委員会） 35-2111
財政管財班 35-2110
税務班 35-2112
議会班（議会事務局） 35-2438

住民課
保険住民班 35-2113
地域包括支援センター 30-6000
健康福祉班 35-2414
ながらこども園 35-3102

名　　　称 電話番号

事業課 産業振興班（農業委員会） 35-4447
地域整備班 35-2114

教育課
学校教育班 35-2437
学校給食センター 35-2003
生涯学習班 ･公民館 35-3242

福祉センター 30-7200
都市農村交流センター 35-0055

役 場 ・
そ の 他
公共施設
電話案内

町 　 公 　 民 　 館	 11月22日㈪、29日㈪、12月6日㈪、13日㈪、20日㈪
町 福 祉 セ ン タ ー	 11月22日㈪、23日㈫、29日㈪、12月6日㈪、13日㈪、20日㈪、23日㈭
都市農村交流センター	 11月18日㈭、25日㈭、12月2日㈭、9日㈭、16日㈭、24日㈮

各公共施設の休館日

髙
橋
美
代
子

変か
わ

る
世よ

の
変か

わ

ら
ぬ
も
の
は
秋あ

き

の
風か

ぜ

敬け
い
ろ
う老

の
今き

ょ
う日

か
ら
ス
タ
ー
ト万ま

ん
ぽ
け
い

歩
計

七な
な
こ
ろ転

び
八や

お起
き
の
人じ

ん
せ
い生

鰯い
わ
し
ぐ
も雲

腕う
で
ま
く
ら枕そ
っ
と
外は

ず

し
て
秋あ

き
す
だ
れ簾

福
田
寿
満
子

女お
ん
な
づ連

れ
遺い

え
い影

を
抱い

だ

き
秋あ

き

の
旅た

び

天て
ん
く
う空
に
煌き

ら
め
く
星ほ

し

と
今き

ょ
う日
の
月つ

き

宙ち
ゅ
うを

さ
す
ヤ
シ
の
葉は

か
げ影

や
秋あ

き

の
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月 /日
茂 原 地 区

内　科　系 外　科　系

11/21 宮 本 内 科 医 院 （ 2 2 ）3 7 7 0 君 塚 病 院 （ 2 5 ）1 8 1 1

11/23 ポ プ ラ クリ ニック （ 2 3 ）3 1 1 1 鎗田整形外科医院 （ 2 4 ）8 6 8 6

11/28 渡 辺 医 院 （ 2 7 ）7 7 3 3 公 立 長 生 病 院 （ 3 4 ）2 1 2 1

12/5 鵜沢外科内科クリニック （ 3 4 ）2 4 9 6 宍 倉 病 院 （ 2 4 ）2 1 7 1

12/12 大 塚 内 科 （ 2 3 ）6 1 2 1 三 枝 医 院 （ 2 5 ）2 2 0 3

12/19 鵜 澤 医 院 （ 3 4 ）2 0 0 8 菅 原 病 院 （ 2 5 ）1 1 7 1

夜間、お子さんの具合が急
に悪くなったときに、看護師
や小児科医が電話でお子さん
の症状を伺い、すぐに医療機
関で受診した方が良いか、家
で様子をみても大丈夫かなど
をアドバイスします。

相談時間
毎日夜間
　　　午後7時~午後10時まで

電話番号
♯8000

（プッシュ回線・携帯電話）
☎043-242-9939
（ダイヤル回線・♯8000をご
利用いただけない場合）

こ ど も 急 病
電 話 相 談

日曜・休日当番医案内
　日曜・休日当番医は、変更となる場合があります。
　消防本部通信指令課（☎24-0119）へお問い合わせください。

診療時間は午前9時~午後5時までです。

長生郡市夜間急病診療所案内
●診療科目:内科・小児科　診療時間:午後8時~午後11時
　茂原市八千代1-5-4（消防署裏）☎24-1010
●夜間急病診療テレフォン案内　午後7時~翌午前6時　☎24-1011

各 種 相 談 日 程
【　町　】
心配ごと相談 11/22㈪、12/1㈬ 午前10時～午後3時 福祉センター ☎35-0260
人権相談 11/22㈪、12/10㈮、12/20㈪ 午前10時～午後3時 福祉センター ☎35-0260

●いじめ　●扶養相続等の家庭問題　●いやがらせ等の悩みごとに関する相談です。
行政相談 12/10㈮ 午前10時～午後3時 福祉センター ☎35-0260
※心配ごと相談・人権相談・行政相談については、相談日に限り電話でのご相談も受付しています。

子どもの虐待などの相談
児童福祉法が改正されて相談先が広がりました。
児童相談所や福祉事務所に加え、身近な市町村の窓口が子どもに関
するあらゆる相談や虐待の疑いなどの連絡もお受けいたします。

健康福祉班 ☎35‒2414

【長生健康福祉センター　:　茂原市茂原1102-1　長生合同庁舎内】※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。　

女性のための健康相談 臨床心理士　毎月1回、内科医師　年4回、産婦人科医師　年4回 地域保健福祉課 ☎22-5914（予約制）午後1時～3時
未熟児等健康相談 奇数月第1木曜日（原則） （予約制）午後1時～2時 地域保健福祉課 ☎22-5167
療育相談 年4回（5月、8月、11月、平成23年2月の第2金曜日） 地域保健福祉課 ☎22-5167（予約制）午後1時～2時

こころの健康相談 第 1・2月曜日（精神保健福祉相談）（予約制）午後2時～3時30分 地域保健福祉課 ☎22-5167第 3火曜日（老人精神保健福祉相談）（予約制）午後2時～3時
こどもの発達相談 11/30㈫ （予約制）午後1時～5時 地域保健福祉課 ☎22-5167
不妊相談 毎月　第2木曜日 （予約制）午後1時～3時 地域保健福祉課 ☎22-5914
DV相談 来所相談：火曜日（予約制） 午前9時～午後5時 地域保健福祉課 ☎22-5565電話相談：月曜日～金曜日

エイズ相談
HIV等抗体検査

第1・3火曜日 午後1時～2時 健康生活支援課 ☎22-5167（エイズ検査のみ即日判定可能）
偶数月第3火曜日 午後5時30分～7時

肝炎ウイルス検査 毎月　第1・3火曜日 午後1時～2時 健康生活支援課 ☎22-5167
骨髄バンクドナー登録受付 毎月　第1火曜日 （予約制）午前10時 健康生活支援課 ☎22-5167
腸内細菌検査 第1～4火曜日 午前9時～11時 検査課 ☎22-5167
性感染症検査 毎月　第1火曜日 午後1時～2時 健康生活支援課 ☎22-5167
家庭児童相談 月曜日～金曜日 午前9時～午後5時 地域保健福祉課 ☎22-5167
母子自立支援 月曜日～金曜日 午前9時～午後5時 地域保健福祉課 ☎22-5167
※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。※詳細については電話でお問い合わせください。（☎0475-22-5167)


